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国立ハンセン病療養所における文化的実践の諸相

長島愛生園 ・楽団 「あおい とり」 を事例 として

有 薗 真 代

1.は じめに一神谷美恵子と楽団 「あおいとり」

神谷美恵子 〔1)は、1957年 か ら1958年 までの1年 間を 「調査」者 として、その後の1959

年か ら1974年 までの15年 間を精神科の勤務医 として、長島愛生園で過ごしている。ハ ンセ

ン病療養所で暮 らす患者が 「どの ような心境 にあるのかを知 りたい」 とつねつ ね考えてい

た彼女は、は じめの一年間のあいだ、患者 に対する面接調査や、文章完成テス ト等 の諸心

理テス ト、統計やアンケー トなどさまざまな手法を駆使 して、患者の精神世界 に接近する

ことを試みた。

そ こで彼女が 目にしたのは、耐 え難い苦 しみや悲 しみ、身の切 られるような孤独 と寂 し

さ、はてしもない虚無 と倦怠、そ うしたものに押 しつぶ され、無気力に日々を送る 「生 き

がい喪失者」 としての患者の姿 だった。療養所 を 「人生の墓場」「無期刑務所」 と形容す

る患者の言葉に、彼女は少なか らぬ衝撃を受けた。

その一年 間の調査結果 は、一応、論文 として まとめ られた(神 谷1959,1960)。 しか し、

患者の苦悩 を論文のかたちで整理 したところで、現実が変わるわけではない。論文を書 き

終えた後、彼女は次のように述べてい る。

「論文はできたが、そこには血が通っていない。右の調査(愛 生園での1年 間の調査:引 用者注)

を通 じて、病気の比較的軽い人達が 「生 きがいがない」 という内容の言葉を多 く口にし、筆にしてい

たことが何よ りも私を考え込ませた。 … 医療 をは じめとして、衣 ・食 ・住を国家の手で保障され

ていても、人間は、「ただ生 きている」ことの空虚 さに耐えられるものではない。」(神 谷1979:3)

q,神 谷美恵子(1914 -1979)は 、ハンセン病患者の治療に生涯を捧げた精神科医として、また、多国

語を自在に操る優れた翻訳者として、広 く知られている。精神医学のみならず、哲学や文学など幅広い領

域で活躍し、多 くの著作を残 した。代表的な著作として、本稿で挙げた 「生きがいについて」「人間をみつ

めて』のほか、『極限のひと一 病める人とともに』(1973年 ルガール社)、 「精神医学と人間』(1978年

ル ガール社)な どがある。翻訳書には、マルクス ・アウレーリアスr自 省録」(1956年 岩波書店)や 、ミ

シェル ・フーコーr臨 床医学の誕生」(1969年 みすず書房)な どがある。
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その後、神谷は精神科 の勤務医 として長島愛生園に赴任することを決めた。 当時の こと

を知るある入所者によると、神谷が来たことによって療養所、特に精神病棟は 「雰囲気が

変わって、ず いぶん明るくなった」 そうである。

戦前 ・戦後を通 じて、ハ ンセ ン病患者に対 して行われたのは 「治療」ではな く、この病

気か ら社会を防衛するための患者の 「隔離」であった。治療 によって病原菌 を死滅 させ る

ことではな く、街か ら患者を一掃すること、患者 を一人残 らず療養所へ と収容す ることが

重要視 されていた。そのため、国立ハ ンセ ン病療養所は、名 目上は 「療養所」であっても、

実情 としては患者 を隔離収容することその ものを目的として開園 している。患者 は、身体

の治療 さえままならない状況下に置かれていた し、 ましてや精神面のケアなど、期待で き

る状況ではなかった。諦めの気分 に支配 された療養所で神谷は、患者の苦悩 を自分の苦悩

として受け止め、彼 らの精神的苦痛 を少 しでも和 らげるために様 々な手 を尽 くした。そう

した彼女の存在が、多 くの入所者にとって大 きな救 いとなったことは想像 に難 くない。

しか し神谷は、「治療」 とい うかたちで個別の患者に救い を与 えることで満足 して しま

ったわけではなかった。論文を書 き終え、療養所での診療に携 るようになってか らも彼女

は、患者 の苦悩の根本的なところにある もの 生 きがい喪失の問題一 について考えつ

づけていた。

そんなある 日のことであ る。診察を終えて、園内を精神病棟の婦長 と散歩 しているとき

のこ とだった。 どこか らか、「月の砂漠」のメロディが朗 々 と響いている。 ラジオではな

く、生演奏の ようだ。不思議に思って婦長 に尋ねる と、 さい きん園内で結成 された 「あお

いとり」 とい う名のバ ンドが、練習を しているとのことだった。音楽が聞こえて くる建物

に近づ き、バ ン ドの練習風景 をそっと窓か ら覗いた神谷は、驚 きで言葉 を失いその場 に立

ちつ くした。演奏 していたのは、軽症の患者ではなかった。失明 し、かつ手足 も不 自由な

患者達が、それでもなお楽器 を両手に挟み、必死で演奏 していたのだ。そこにはただ熱気

があるのみで、悲壮感はなかった。彼 らの奏でる音楽は明 るく、希望 に満ちていた。

「コンダクターの近藤宏一さん も眼が見 えない らしいが、力つ よく棒をふっている。 ドラムの音

とあいまって全員 リズムをあわせ一心不乱 にハーモニカを吹 き、少 ないほかの楽器 を鳴 らしてい

る人もいた。それに して も楽譜はどうしているのか。お どろきの余 り、私は じっ と立ちつ くした。

曲の合間には明るい笑い声が きこえる。これ以来、私は心の中で 「あおい とり」の シンパになっ

た。」

療養所のなかで も最 も悲惨 とされる 「盲人」や 「不 自由者」だが、彼 らの表情か らは絶

望 も諦め も感 じられなかった。彼 らは同情や感傷 をはねの ける ように、ただひたす らに、
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ひ とつの音楽 を創 りあげることに専心 していた。

同 じ条件のなかにいて も、あるひ とは生 きがいが感 じられな くて悩み、あるひとは生 き

るよろこびにあふれている。この違 いは どこか ら来るのか一 長いこと、い きがいを 「喪

失」 した患者の姿に頭を悩 ませて きた神谷は、この ときを契機 に、いきがいを再び獲得す

ることや創 りだすこ と、 さらにそれを可能にす る条件 を探索す ることへ と関心 を広げるこ

とになった。そ して、実際 に 「あおいとり」楽 団の 「シンパ」 となった神谷は、楽器の寄

贈 など様々な援助を行いなが ら、 この楽団 との交流を深めてゆ く。やがて、長島愛生 園で

の彼女の問題関心の深 まりと拡が りは、後年の著作 『い きがいについて』のなか に結実す

ることになった。

ここで述べ られている 「あおいとり」楽団とは、1953年 に長島愛生 園の患者12人 によっ

て結成 されたバ ンドを指 している。本稿は、 この 「あおい とり」楽団の活動の軌跡を追い

なが ら、彼 らがなぜ療養所で音楽 を志 したのか、隔離 された状況下で どのように して活動

を展開 したのか、 さらに、この楽団の動 きに連動 した人々の思いとは何であったのか、探

ってみたい。 「あおい とり」楽団の周辺 にいた人のなかで、彼 らのこ とについて記述 を残

しているのは、神谷ただ一人である。前置 きがずいぶん長 くなったが、は じめに神谷の文

章 を引用 したのは、「あおい とり」楽団の存在感 と影響力 を知 るための唯一の記録であっ

たか らに他な らない(2】。以下本稿では、この楽団の傍 らにいた人 々や、実際にこの楽団で

奏者 として活躍 していた人の語 りを手がか りとして、当時の様子 を浮 き彫 りにしつつ、上

記の点について明 らかに してい きたい。

本稿が対象 とする 「あおいとり」楽団は、療養所内で営 まれて きた集団的活動のひ とつ

である。戦後の療養所 では、明確 な活動 目標をもって組織 された当事者運動を始め として、

これに準ずる政治的役割 を担 うサー クルや、趣味 ・信仰 を同 じくする人 々で結成された集

まり、 さらには 「組織」 という形式 をとらない 自助グループ的な集 まりなど、多種多様 な

集団が活動 を展 開していた。 これらの集団の活動 とその歴 史をここでは、ハ ンセ ン病療養

所の集合的実践 と呼んでお く。本稿が対象 とする 「あおい とり」楽団 もまた、こうした時

ω神谷の著作の うち、rい きがいについて」 と 「人間をみつめて」のなかに 「あおいとり」に関す

る叙述がある。それぞれ2、3ペ ージずつしか述べ られていないが、交流の深さと親愛の情がうかがえる

叙述である。「あおいとり」周辺にいた人が残 した記録としては、彼女が書いたものの他に見つけることが

出来なかった。楽団のメンバーが残 した記録としては、近藤宏一(1979)が ある。 この本の中には、それ

ぞれのメンバーに関する逸話や、仲間どうしの絆の深 さなどが、近藤の独特の文体で記されてお り興味深

い。また、この著作には近藤の作品(詩 と楽譜)も 収録されている。本稿の記述は、基本的に近藤自身へ

のインタヴューに基づ くものであるが、年号や活動内容の細部にかんして、この著作を参照 している。

京都社会学年報 第15号(2007)



46 有薗'国 立ハンセン病療養所における文化的実践の諸相

代状況のなかで結成 されたものである。

現在の ところ、療養所内に様々なかたちで生起 していた集合的実践に関して、デー タに

立脚 したかたちで検討を加えた先行研究は存在 しない。ハ ンセン病政策史に関する歴史学

的研究や、ハ ンセン病 問題に関する社会学的研 究のなかに、当事者運動 などの集合的実践

について述べ られている箇所はある。ただ し、政策や差別構造に照準す る全体的な論旨の

なかでの断片的な言及にとどまってお り、個別の集団を分析対象 とするものではない。療

養所 内で生起 した集合的実践にかん して、個別の事例 にそ くしてその軌跡を明 らか にして

い くこ とは、これか ら行われるべ き重要な作業のひ とつであると言えよう。本稿は、「あ

おい とり」楽団の事例 を通 して、療養所内における集合的実践の諸相 と、それが持って き

た意味について明 らかにしようとするものである。

この楽 団の活動の軌跡を辿るまえに、本稿の視点を明確 にしておこう。次章では、ハ ン

セ ン病療養所 における集合的実践にかん して、先行研究の検討を踏 まえたうえで、本稿の

課題 を明確 にしてお きたい。

2.ハ ンセン病療養所 における集合的実践一 「抵抗」か 「適応」 か

療養所 内の集合的実践 に関 して、先行研究のなかで断片的に述べ られて きたことを整理

すると、大 きく二つの方向性に分けることができる。 ひとつは、療養所の集合的実践 を隔

離政策への 「抵抗」 とみなす ものであ り、 こうした特質は、全患協 などの当事者運動や各

園での自治会活動のなかに典型的に見出されるものである。例えば、天田城介(2005)は 、

九州療養所における入所者 自治会(以 下、 自治会 と略記)の 設立 を例 にあげ、こうした組

織 の活動 に表出 され るような 「ハ ンセ ン病 当事者 の 『抵抗』」(天 田2005:7)を 歴史的に

跡づけてい く作業の必要性 を説いている。

もうひとつ は、神谷が 「い きがい」 とい う言葉で表現 したように、集合的実践 を療養所

生活の精神的な支えとしてみる見方がある。 こうした特質は、宗教的活動や文化的活動の

なかに主 に見出 され るものであ る。ハ ンセ ン病療養所の文化 的活動の うち、最 も有名なの

が、「ハ ンセ ン病文学」 と呼ばれる文芸活動の領域であろう。大正末か ら昭和初期にかけ

て、全国でハ ンセ ン病療養所の文芸活動が注 目され、その中か ら北條民雄や明石海人、小

川正子な どの優 れた歌人、作家が生 まれた。療養所内で文化的活動が活発に行われて きた

要因 としては、創作の意欲 と才能 を持つ人々が存在 していたということに加 えて、施設管

理者の側からの積極的な働 きかけを挙げることがで きる。たとえば、隔離政策を推進 した

代表的人物 として知 られる光田健輔 は、療養所 内の風紀の乱れや患者 の脱走 を防 ぐことを
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目的 として、文化的活動の援助 に力を入れていた(光 田1950)。 療養所での暮 らしを生 き

甲斐のあるものにしようとす る患者の意欲 と、施設運営 を円滑に行お うとす る管理者側の

意図が結びついたことによって、療養所 における文化的活動は患者の生活のなかに定着 し

ていったのである。

ゴフマ ンは、外部 との社会的交流が遮断 された 「アサ イラム」のなかで、被収容者が生

き抜 くために選び うる戦略は 「適応」 しかない と指摘 している(Go缶nan1984)。 さらに、

日本のハ ンセ ン病療養所の場合、施設管理者 たちは、患者 を療養所生活 に 「適応」 させ る

ために意図的 な働 きかけを行 っていた。園内結婚を認可 したの も、そのための方策であっ

た し、文化的 ・宗教的活動を援助 したのも、療養所生活 に方向付 けを与 えることで患者の

「適応」を促すためであった。こ うした歴史的経緯 を踏 まえた うえで、園内での文化 的活

動 を、無 らい県運動を後押 しし、浄化運動を推 し進め、隔離政策を強化するための一方策

であった とする見方 もある(藤 野2001な ど)。 ここにおいて、園内での文芸活動が推奨 さ

れたことは、患者 を園内 に留め置 くための手段であったと解釈 されている。文芸以外 の文

化的実践(音 楽 ・演劇など)や 宗教的実践 に関 して も同様の解釈がなされることがあるが、

確か に、「適応」 を促そ うとする施設管理者側か らの働 きかけには、そう した意図 も垣間

見 ることがで きる。

以上のことを踏 まえると、療養所内にお ける集合的実践は、隔離政策 における 「抵抗」

か 「適応」かという二項対立的な枠組みのなかで、そのどち らかに属するものとして把握

されて きた と言える。そ して、 自治会や運動体 など政治的組織 を拠点 とす る集合的実践 は

「抵抗」 として、それ以外 の実践(文 化 的 ・宗教的活動 など)は 療養所生活への 「適応」

を促す もの として、活動の特質が位置づ けられて きた。 ここでは、当事者による集合的実

践 は、隔離する側の意図に沿 うものであるか否か という観点に基づいて二分 されている。

しか し、この二者択一的な図式 は、やや単純に過 ぎるのではないだろうか。文化的実践

に関 して言 うと、 まず、 「援助」 とい う働 きかけのすべ てが、操作 的な意図のもとに行わ

れた とは考えに くい。確かに、療養所での文化的活動を積極的 に援助 した施設側の働 きか

けは、患者を療養所に留め置 く結果に繋がったか も知れない。 さらに、 こうした働 きかけ

の背後 には、援助 を 「恩恵」 として強調することで、隔離政策に対する個人的抵抗である

「逃走 ・脱走」や、集団的抵抗 である 「暴動 ・運動」 な どを封 じ込めようとす る目論見 も

あ っただろう。 しか し、「援助」 とい う働 きかけその ものは、両義的なもの一 功利主義

的あるいは政治的 「戦略」 と、利他的あるいは人間的 「やさしさ」 とが入 り混 じったもの

・として把握する方が 自然ではないだろうか。そ うであるか らこそ、患者達は呼びかけ
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に応 えて、様 々な文化的活動 を展開 したように思える。

従来のハ ンセ ン病研究の主たる 目的は、病者に対する為政者側の 「統治」 と 「眼差 し」

の論理を分析 し、その作業 を通 じて隔離政策の不当性 を明るみにだす ことだった。それゆ

え、施設管理者 ・職員と患者 との関係性 は敵対的であるこ とが、暗黙の前提 とされていた。

しか し、両者の敵対性 を動かない前提 として設定 して しまうと、必然的に、患者側の実践

の持 つ意味 も、「抵抗か服従か」 という二者択一 的な枠組 みのうちに収 め られて しまう。

集合的実践の持つ意味が、倭小化 されて しまうのだ。 ここで問題 にしたいのは、施設側の

援助 を 「戦略」 として解釈することと、患者側の文化的実践を 「適応」 として解釈するこ

とが、即座に結びつ けられている点である。この とき患者側の文化的実践は、戦略に 「操

られた」 もの として、過小評価 されることになって しまうだろう。本稿 では、この結びつ

きをほぐすための出発点の作業 として、療養所職員 と患者が敵対的関係であるとい う前提

をいったん留保 し、両者の関係性を注視 しなが ら、療養所内における集合的実践の展開過

程 を追ってみたい。

もうひ とつ、「抵抗」か 「適応」か という二者択一的な視点は、あ くまで隔離す る側か

らみた解釈であ るとい う点に注意 してお きたい。既述 したように、現在の ところ、個別の

集合的実践に関する事例研究は殆 ど行われていない。従来の研究の大部分は、隔離する側

が残 した資料に依拠 して行われてお り、患者の側からみた集合的実践の諸相は、 まだ明 ら

かにされていない。隔離す る側か らみれば、隔離政策への 「抵抗」や 「適応」 としてしか

解釈で きないようなことで も、集合的実践 を担 う当事者は、そこに様々なことが らを賭 け

ていたのではないだろうか。さらに言 うと、一見す ると 「抵抗」 に見える実践(当 事者運

動や 自治会活動な ど)が 現状維持に貢献 して しまう側面 を持っていた り、逆 に、抵抗のエ

ネルギーを 「ガス抜 き」す る装置にみえる文化的実践が、実は隔離政策に対す る批判的力

を持 っていた可能性 も考え られるのではないだろうか。 したがって本稿で は、「抵抗」 と

「服従(適 応)」 の双方 を念頭に置 き、 さらにこの二極の軸の上 にない要素 にも着 目しなが

ら、療養所 における集合 的実践の意味を読み解 いていきたい。

ハ ンセ ン病者への隔離がいかに して推進 ・維持 されてきたのかについて、隔離す る側の

戦略 に照準 して実証的に明 らか にして きた先行研究の意義は大 きい。確かに、国や県が と

った政策 はひとつひとつ検証 され、その非 も明瞭にされねばならないだろう。 しか し、各

療養所で患者 らに寄 り添いなが ら生 きてきた人々、 またその中で 自らの作品を作 り上げて

きた人々の思いや動 きも、個別の事例 にそ くして丁寧に掬い取 ることが必要であると思 う。

結果 として強制収容の啓蒙や維持 に利用 された ということがあったとして も、活動 を通 じ

て精神的に救われた多 くの患者がお り、彼 らの実践のすべ てが否定 されるものではないと
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考えるか らであ る。本稿では、「あおいと り」の活動 に参与 していた人々への インタヴュ

ーデー タをもとに、当事者やその周辺にいた人々に とって療養所内での集合的実践が どの

ような意味を持つ ものであったのか、探 ってみたい。ハ ンセ ン病療養所での集合的実践に

関 して、その営みを担って きた当事者の視点か らみれば、「抵抗」か 「適応」か とい う二

項対立に回収 されない別のあ り様がみえて くるかもしれない。

3.「 あおいとり」楽団の結成まで

3-1.近 藤宏一 さんの生活史

は じめに、「あおいと り」楽団の中心人物である近藤宏一氏(以 下敬称略)の 生活 史を、

彼の語 りにそ くしてみておきたい。ここでは特に、彼が療養所 に入ってか ら失明する まで、

そして 「あおい とり」楽団の結成に至 るまでの経緯 を中心にとりあげる。

近藤はこの楽団の中心人物 であ り、バ ンドの指揮者をつ とめて きた人物である。指揮者

であ り、ハーモニカ奏者であ り、かつ作 曲者でもあった。 クラシックから歌謡曲風のポピ

ュラー音楽 まで、幅広 い作風の楽曲をバ ンドに提供 している。 さらに、詩人 としての顔 も

持 ち、今なお療養所の人々に語 り継がれる多 くのす ぐれた詩を残 している。

多才であ り、かつ、人格者で もある。長島愛生園で青春時代 を過ご した人々の多 くが、

近藤の影響 を受けてお り、彼 を敬慕 している。特 に、演劇や芝居、音楽や文学な どに関心

のあった若者達は、彼 を師 と仰 ぎ、兄貴の ように頼っていた。筆者が 「あおい とり」楽団

の ことを知 ることになったのも、彼を尊敬 してやまない数人の入所者か ら、様々な話 を聞

いたことが きっかけであった。そ して、実際に近藤氏 とお会いする ようになってか ら、気

がつ くと私 自身 も、彼の音楽や人柄 に強 く惹 き付け られていった。瓢々 とした独特の語 り

口調、他者への気遣いとしてのユーモア、こうした ものの手触 りを出来るだけ残すために、

本章では極力、彼の語 りをその まま引用 してい くことにしたい。

近藤 は、1938年 に長島愛生園に入所 した。 この時はまだ12歳 であったが、入所 した 日の

情景を細部 まで鮮明 に記憶 している。その語 りの一部をここに引用 しておこう。

「昭和13年 でした。私は12歳 。小学6年 。父に連れ られて大阪駅に来 ました。 そこから療養所 に

行 くんです。待っていると、麻縄 でつ ながれた人が4人 、数珠つなぎになってやって きます。 そ

の後を、消毒液を持 った人が さかんに白い液 をまき散 らしなが ら歩いている。す ると大阪駅の人
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混みが さあっ と引 く。私 と父は4人 からつかず はなれず、そっとついて行 きました。」

近藤が入所 したこの時代は、 ちょうど政府が隔離政策を強化 していった時期にあた る。

政府 は、あたかもハ ンセ ン病が恐ろ しい病気であるかの ように、大々的な宣伝 を行ってい

た。このことによって、民衆にこの病への恐怖心 を植 え付 け、隔離をスムーズに行おうと

していたのである。特 に、貧困者や在 日外国人 は、「見せ しめ」 に利用 される格好のター

ゲ ッ トとなった。近藤 と一緒 になった4人 も、在 日韓国人であったために、麻縄に繋がれ、

派手な消毒 をされていた。 しか し、そんな扱い を受けていたにも関わ らず、4人 は電車 に

乗 るな り楽 しそ うに談笑 し、全 く暗いそぶ りをみせなかった。そののんび りとした雰囲気

は、 日本の神経症的な政策 と対照的で、子供心 にずいぶん不思議な感 じが したという。長

島に入所 した後、近藤はこの4人 にずいぶん可愛が られた。

「収容仲間 とい うのは、なんというんですか、特別なものなんですよ。折 りにつけ、お もいだす

んです、最初に出会った人 とい うのは。で、彼 らはその後、私 をみつけると、『おい、ぽん、 どな

いしてる』と声 をかけて くれました。『ぼん、おいで』 と手 にお金、園内通用券を十銭握 らせて く

れた こともあ ります。『ぼん』『ぼん』 と言ってはずいぶん可愛がってもらったのですが、半年 も

しないうちに4人 は一人残 らずいなくなりました。脱走 したんですな。」

置いてけぼ りをくったような、寂 しい気持ちだった。その後、近藤 は医師の許可 を得て、

退所す ることが決 まった。療養所 を出て、軍需工場で働 くようにな り、病は完全 に治癒 し

たかに思えた。 しか し、ハ ンセ ン病は再発 し、やむな く療養所に戻ることになった。

「当時は、お国の役に立つこ と、戦争の役に立つことが、「日本男子」の使命でしたか らね。再

発 したときは、それはもう無念で した。何の役にも立たない 自分 は、「日本男子」失格であると。

無念 な気持ちで、療養所に戻 りました。」

それで も、少 しでも人の役 に立てることをしようと思い、熱心に園内作業 をした。軽症

だった近藤は、は じめは園内の精米所で働いていた。 しか し、あ る日、赤痢の臨時隔離病

棟での付 き添 えを言 い渡された。療養所で は、軽傷の者が不 自由者を看るとい う作業制度

があ り、 これを拒絶す ることはで きなかった。赤痢病棟 は老朽化 してお り、薄暗 く、悪臭

が漂 っていた。近藤 はここで も、暗さをはらいのけるように、懸命に働いた。多 くの人の

死を看取 った。所定の日数 を務 め終えたのち、 しば らくして赤痢 を発病 した。赤痢の症状

は 日増 しに悪化 し、体はみ るみるうちに衰弱 していった。激 しい症状 にうなされ、意識が

薄れてい くなかで、近藤は死 を覚悟 した。
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「死が近づいている、そ う思 うと、窓か ら見 る風景はいっそう明る く美 しく見 えるんです。昭和

24年 から27年 までの3年 間、生死の境を さまよったあ と、失明 しました。28歳 で した。プ ロミン

という薬(3'が 出て、 らいが治る時代へ と移行 していく時期の失明でした。僕が失明したころ、 ま

わ りの人はプロ ミンで次々と症状が良 くなっていました。」

一命は とりとめたが、視力 を失ってしまった。1952年 のことである。

3-2.仲 間 からの誘い一 「らい予防法闘争」の混乱の なかで

近藤が失明 した翌年の1953年 は、「らい予防法」の改正をめ ぐって、全国の各療養所で

壮絶 な闘いが繰 り広げられた年であった。

光田健輔は、国会の席で 「らい予防法」の改正に関して意見 を求められた さい、今後 も

患者の隔離を継続す るよう強 く訴えていた。光 田はその後、入所者か ら発言を訂正す るよ

う求め られたが、応 じなかった。 こうしたいきさつ もあって、「らい予防法闘争」(4}は、

光田が園長 として君臨す る長 島愛生園において、最 も激 しい もの となっていた。当時の様

子について、近藤は次のように語る。

「らい予防法闘争の頃は、園内中が熱 く、毎晩のように集会、議論が交わ され、それは日に 日に

激 しさを増 していきました。入園者が派閥に分かれ、保守、革新 とレッテル貼 りをしては、互い

に中傷 し、相手グループの動向を探ろ うとして、一晩中、床下 に潜 り込 む人までいま した。光田

先生の胸像が壊 され、会議の席上 には暴漢がなだれ込み、夜道 もぶっそ うで歩けない ぐらいで し

た。そんな中で、盲人は、邪魔者 といいますか、全 く相手にされなかったのです。私たちは完全

`3}もと もとは結核の薬であったが
、戦時中アメリカでハンセン病者に注射 したところ、治癒したと

いう報告がなされた。戦後、日本で も合成が成功。愛生園でプロミンがはじめて使用 されたのは1947年 だ

った(長 島愛生園入園者 自治会1982)。 しか し、セファランチンや虹波といった以前の薬で症状が悪化した

患者が多かったため、入園患者は 「新薬」に対 して根深い不信を持っていた。効力が明らかになるにつれ、

全国的にプロミンを求める声が高まるようになり、最終的には 「プロミン予算獲得運動」(1949年)へ と結

束するほどになった。プロミンは万能薬ではなかったが、とりわけ結節型の患者にはよく効いたという。
(4,1953年 の 「らい予防法」改正をめぐる全国的闘争

。ハンセン病史上、最も大規模な闘争 と言える。

いきさつは以下のようなものである。1907年 制定の法律 「癩予防二関スル件」から始まった日本のハンセ

ン病政策は、1931年 の改正 「癩予防法」を経て、戦後も強制隔離収容を継続 していた。 ところが、長らく

「不治の病」であったハンセン病が1948年 以降の特効薬プロミンの導入によって 「可治の病」となったため、

戦後 まもなくして絶対隔離の根拠は揺らぎ始めた。こうした事態について警戒した隔離推進派の医師は、

1951年 、特効薬に対する評価はおくびにも出さず、絶対隔離のみがハンセ ン病撲滅のための最良手段であ

ると国会の場で説いた。 この知 らせ を受けた患者達は、予防法の真なる 「改正」 を求めて立ち上がった。

全国の各園で、大規模な作業ス トやハンス ト、街頭デモなどが決行された。厚生省前での座 り込みには、

全国各地から入所者がかけつけてきた。「らい予防法闘争」の戦略や内容については(全 国ハ ンセン氏病患

者協議会1977)に 詳 しい。
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に置 き去 りにされていました。 こうした状況の中で、不 自由舎の仲 間は、無力感を強 くしてい き

ました。」

近藤が視力を失って間 もない頃のことである。彼自身 もまた、闘争 に参加 していた多 く

の入所者 と同 じように、隔離政策の不当性が どこにあるかをすで に見抜いていた。視力 と

体力が残っていれば 自分 も闘いに参加で きたか も知れないと思 うと、無力感 は強まるばか

りであった。 同様の思いを、他の視覚不 自由者や四肢不 自由者 も抱 えている ようにみ え

た。

そんなある日のことである。不 自由者棟 で暮 らす友人が、近藤の部屋 を訪 ねて きた。そ

の友人は視覚不 自由者の部屋 を訪ねて まわ り、希望者を募ってバ ンドを結成 しようとして

いた。音楽経験のある近藤に、指導者 としてぜひとも入って欲 しいと言う。近藤はあ まり

乗 り気 になれなかったが、 とりあえず彼の話を最後 まで聞 くことにした。

「生 きることに飢 え、乾いてい ました。そんな時に、不 自由舎の仲間、飯 より音楽が好 きな連中

が集まって きて、音楽 をやろうと誘って きたのです。予防法闘争か らも足手 まといにされ、無視

され、この まま何 もできないん じゃ、あ まりにもみ じめだと。政治や医学 だけで、わ しらの全 て

が解決す るだろうか と。わ しら自身が楽 しみを求め、喜びを生み出す、そんなことがで きないも

のだろうかと。それは熱心に語ったんです。」

近藤は 「無理 だ」 と思った。第一、楽器がない。 目が見 えないので、楽譜 を読む ことも

で きない。盲 目、義足、松葉杖、そんな不 自由な者 だけが集 まって どうやって楽団をやろ

うというのだろう。失明 して不 自由舎 に来てか らは、 もう何 もしないでいようと決め込ん

で きたので、話 は一層 うつろであった。 しか し、誘 いに来た友人が部屋 か ら去ったあ と、

彼はひと り立ち上が り、部屋の押入をあけ、手前 にある荷物 をお しのけ、自分が持ってい

る唯一の楽器を探 し始めていた。

4.手 探 りの挑戦一瞼の裏に描 く楽譜

近藤 は、押入 を開け、古い トランクをひっぱ りだし、瞬間躊躇 したが思い切 ってそのブ

タを開け、手 を差 し入れてみた。入園時 に父親が トランクの片隅にしのばせ て くれた、ハ

ーモニカがあった。

彼は しば らく考え込んだ。バ ン ドをやるに して も、メンバーはみな、 目も手足 もハ ンセ

ン病 に冒されてお り、 自由に動かす ことがで きない。特 にこの場合、 目がみえない という
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こ とよりむ しろ、健全な手指 を持 っていないとい うハ ンデ ィの方が よ り深刻であ り、色 々

な管楽器や弦楽器などは、 どの ように考えてみても使用不可能だった。

指が使えな くても、目が見 えな くて も、ハーモニ カならいけるか も知れない 。 しか

し、約半数の者は顔面神経が 冒されてお り、複音ハーモニ カを吹 くのでさえ唇のすみか ら

息が もれて しまう。これは奏法 と練習で カバーす るしかないだろう。おち ょぼ口で吹 くの

ではなく、噛み付 くように大 きくくわえて、舌先を少 し左 によせ吹 き口にあてが うという、

ハーモニ カ独奏の ひとつのテクニックを採用すればなんとかなるか も知れない。 これを習

得することによ り、かな り息漏れが防げるはずである。

「私たちには、 このハーモニカとこの方法以外には何 もないですか らね。結局、体が楽器を選ん

だわけです。」

翌 日、楽団をやろうという誘いに乗った12人 が、待 ち合 わせ場所 に集 まっていた。共産

党員か ら敬慶なクリスチ ャンまで様々な人が集まっていた。激 しい派閥争 いが繰 り広げ ら

れていた療養所のなかで、それは少 し不思議な光景だった。全員に共通 していたのは、音

楽が好 きとい うこと、ただそれだけであった。 目が見えない人がほ とん どだったので、 ま

ずはメンバー確認のため、それぞれが 自己紹介をす ることになった。皆、 自分の順番が来

る と、面 白可笑 しく自己紹介をした。誰かが名乗 りをあげるたび、拍手がお き、爆笑がわ

く。合 いの手や野次が飛び交 う。彼 らの声には張 りがあ り、語 り口は溌刺 としていた。

故郷 から引き離 され、病によって視力 をも失 って しまった人 々ばか りである。悲 しみだ

けを過去に持つ彼 らに、どうしてこの ような明るさが秘め られていたのだろうか。昨晩ま

では、楽団を結成することにため らいを感 じていた近藤であったが、いつの間にか、その

場 にある強い力 に引き込まれてい くのを感 じていた。

ハーモニカを用いるという近藤の提案 に、みな賛成だった。 目が見える若者が一人いた

ので、彼にはギ ターを担当 して もらうことに した。そう決 まった ら、何 とか して楽器を調

達 しな くてはならない。始 まったばか りの楽団なので、活動資金 も活動の実績 もないが、

楽器だけはどうして も必要である。当時、療養所内の園内作業によって得ることので きる

賃金は、一般社会の10分 の1程 度であった。 したがって、ハーモニカといえども、入所者

にとってはかな り高価 な ものだった。彼 らは、園内作業 の2、3ヶ 月ぶんの給与をはたい

て、 ようや く人数分のハーモニカとギ ターを揃えることがで きた。

あ とは、 ドラムである。 ドラムがあれば、楽曲に幅がでる。足首が丈夫な人が一人いた

ので、彼に ドラムを担 当してもらうことにしたが、肝心の楽器が入手できない。 ドラムは

他の楽器 よりずっと高額なので、 メンバー全員がお金を出 し合っても、到底手の届 くもの
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ではなかった。

太平洋戦争の頃、戦意高揚のため園内で使用 されていた ドラムを誰かが思いだした。そ

れを倉庫の隅か ら引っ張 り出 してみたが、肝心の皮がすべて破れている。 もちろん皮 を買

うことな どで きない。砂糖袋で代用することに した。配食所か ら砂糖袋 をもらって きて、

糸 をほどき、一枚の布にす る。それを丁寧に ドラムに張 り合わせてみたが、音が イマイチ

である。油を塗って、天日で乾かす という方法 を思いついた。 しか し、油 を買うこともで

きない。配食 されたおかずの豚肉の中か ら脂 身だけをとっておき、それをフライパ ンで妙

めて油 をとった。油を塗っては乾かすを繰 り返す と、見事立派なスネア ドラムの響 きを産

み出す ことがで きた。ステ ィックは使 い古 しの盲杖、シ ンバ ルは鍋蓋、 ドラムペダルはカ

マボコ板 を利用 した。

「廃物利用の極み、それは滑稽 な姿だったで しょう。壊れては修理 を繰 り返 し、工夫を重ね、少

しでも良い音 に近づけていきました。 この ドラムとい うのが また、頻繁 にゴキブ リに襲われる。

砂糖袋に豚脂、そんな生い立ちがたたったのですな。それで も私たちは、愛嬌愛嬌 と笑いなが ら、

この廃物寄せ集めの ドラムを、 こよなく愛 していました。」

これでひとまず、楽器は揃った。次 に問題 となるのは、楽譜である。音楽の知識がある

のは、近藤ただ一人である。他 のメンバーは、音楽を聴 くの は好 きであったが、楽典の基

礎 を全 く知 らなかった。さ らに、楽団のメンバーの殆 ど全員、 目が見 えない。当時はモ ノ

不足であった し、楽 団の活動資金 もゼ ロだったので、点字楽譜 も入手で きない。楽譜を全

員に教えるための工夫が必要だった。

近藤 はメロデ ィをすべて 「ドレミフ ァソラシ ド」 に書 き換 え、 これ を口伝 えにメンバ

ーのひ とりひと りに教 えてい く方法 を とった。1曲 の うちの4小 節つつ をひ とくぎりに

して、皆で ドレ ミで合唱 し、全員が それ を記憶す るまで何 度 も繰 り返す。そ して、完全

に記憶 した とい う確信が持て るようになってか ら、 は じめてハ ーモニ カを持 たせて、各

自に練習 させる。時 間と手間がかか るが、 この方法 しかなかった。楽団のメ ンバーは 自

分のパー トのメロディを覚えるため に、練 習が ある日もない 日も、いつ も ドレミを口ず

さんでいた。

練習場所 を確保す ることもまた、 ひと苦労であった。団体 としての認可 を受けていなか

ったので、集 まって練習 を出来 る場所が無かった。「らい予防法闘争」の騒乱の さなかで、

自治会の窓口 も閉鎖 してお り、団体届 けを提出することがで きなかったのである。

どんな狭 い ところで も、 どのような不便 な場所で も、雨露を しの ぐことさえで きれば、
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そこを借 りるしか ない。 「あおい とり」楽団の12人 は、毎 日、練習で きる場所 を求めて園

内を歩 き続けた。 たとえば、入浴 日でない 日の浴場の脱衣室や、作業場の倉庫の片隅、宗

教 団体が追悼法要 を終 えた後の礼拝堂などが、彼 らの拠 り所 となった。治療の無い日の外

科治療室を借 りた こともあった。

空 き部屋 を求めて、毎 日のように、盲杖をつ き、一列縦隊になって、園内を歩いた。ハ

ーモニカをポケッ トに入れ、折 りたたみの椅子 をかかえ、舗装 されていない園内の道を埃

まみれになって歩 いた。歩 きなが ら、12人 はいつ も、練習中の楽譜 を口ず さんでいた。 ま

だ患者への生活保障 もない時代、動 きは じめたばか りの楽団で、患者ひと りひとりが人間

としての歓びに目覚め、人 として生 きようとしていた。

5.「 場」 をつ くる一療養所の若者たちと 「あおい とり」

毎 日のように集まって、ねば り強 く練習 を続 けていたあ る日の ことである。長島愛生園

の盲人会か ら、新年の総会の席上で演奏 して くれないか と依頼 を受 けた。持ち時間は20分

なので、最低で も5曲 を用意 しなくてはならない。1曲 を仕上げるのに もかな りの時間が

かかるのに、5曲 は難 しいのではないか。そ う思いつつ も、他のメ ンバーの 「やろう」 と

い う声 に背中を押 されて、近藤はこれを引 き受けることに した。練習にさらに熱が入 った。

そ して、1ヵ 月のあいだ毎 日6時 間以上 もの練習を して、 ようや く5曲 を揃 えることがで

きた。

「あおい とり」楽団が人前で演奏す るのは、これが初 めてだった。少 々間違 えて も、不

恰好で も、思い切 り演奏 しようと申 し合 わせ て、本番に臨んだ。演奏を終えると、会場 は

拍手 と歓声で割れんばか りとな り、 よくやったという驚 きの声 とアンコールでいっぱいに

なった。この成功 を機に、「あおい とり」楽団の活動は園内中に知れ渡ることになる。園

内での様 々な催事 や祭 り、精神病棟や不 自由者棟への慰問な ど、様 々な ところか ら演奏の

依頼が来るようになった。 こうした活動 を通 じて、盲人会の うちの一団体 として も認可さ

れ、集会所 を練習に使 う許可 もお りた。 これで ようや く、腰 を落ち着けて練習がで きる。

楽団の練習場所 には、様々な人が出入 りす るようになった。そのなかには、盲人会の人

や不 自由者棟 の患者だけでな く、軽症の患者や園内の若者たちもいた。とくに若者たちは、

毎 日のように楽団の もとを訪ね、楽団の メンバーか ら音楽の手ほ どきを受けた り、楽譜の

点訳などの手伝いをした りしていた。

全国の国立ハ ンセン病療養所の うち、高等学校を有す る療養所 は長島愛生園のみだった。

そのため愛生園には、全国各地の療養所か ら、高校入学のために若者が集まっていた。彼
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らは、隔絶の孤島に閉 じ込め られ、将来への明 るい希望 を持つ ことも出来ず、 さび しさ と

絶望のなかで毎 日を過ごしていた。近藤は、楽団に出入 りす る若者たちに、時間をみつ け

ては音楽や文学の話 をもちかけ、 自分たちでそれをやってみるように勧めた。 また、若者

たちを 「あおいとり」楽団のヴォーカル として招 き入れた り、演劇が好 きな若者たちには

劇団をつ くるよう励 ま した りもした。 当時、長島愛生園の高校生だったある人は、「あお

いとり」 との関わ りを次の ように語っている。

「近藤 さんが言 ったの。『俺たちは被害者だけど、敗北者ではない』 って。 この言葉は今でもよ

く憶 えているよ。一緒に色 々なこ とをやったのよ。僕達若いのは近藤 さんに くっつ いて、音楽の

ことや色 々なことを教 えて もらった。近藤 さんが詩 をつ くり、曲を書 くで しょ。そ うす ると 『ち

ょっ と朗読 してみないか』 と言われた りしたんで、近藤さんのハーモニカに合 わせて詩 を朗読 し

た りね。その頃僕 は芝居 も始めてたか ら、声 はよ く出てたのよ。(中 略)… 長島に行って、

『あおい とり』や近藤 さんと出会 ったことは、僕の大事な財産なんだ。今でも僕 にとって、物の考

え方の基本は、あの頃の経験 にあるの。」

自分 たち 自身の手で生 きる歓び を創 り出す ことが、「あおいと り」楽団の出発点にあっ

た。 しか し、彼 らの活動は、楽団の メンバーにとってだけで なく、絶望 し孤独に苦 しむ療

養所の若者達 にとって も、生 きる支えを模索す る重要な 「場」 となっていた。「あおいと

り」 は、活動を展開する過程で、療養所の中にこのような場 を創 りだ し、そのことによっ

て他者に希望 を与 える存在へ と変容 していったのである。

6.厚 い壁を越えて一療養所の内外 での活動 と、職員による援助

「あおいとり」楽 団は、前章で述べた園内での初公演(1954年)を 契機 として、次 々

と活動の場を広げていった。園内での公演を重ねてい くうちに、看護士や療養所職員のコ

ーラスなども加わ り、瞬 く間に人気のバ ンドとなっていった。 また、彼 らは、演奏や活動

内容 を録音 したテープを療養所の外へ と送 り、園外 との交流 も図っていた。彼 らが とくに

大切 にしていたのが、視覚不 自由者 との点字での文通や、精神障害者 との音楽 を通 じての

心の交流であった。彼 らが大事 にしてきた他者 との関係 は、後に、楽団が療養所外 で活動

を展 開するきっかけにもなっている。本章では、療養所の職員や、療養所外の人々と 「あ

おい とり」の関係性 をみながら、彼 らの活動の軌跡 を辿 ってみたい。
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6-1.光 田健輔の別の顔

彼 らは、園内での初公演の翌年(1955年)に は、園長 ・光田健輔(5}を 招 いて演奏会 を

開いている。光田は、演奏が始 まるまえか ら、舞台にセッティングされた楽器をひとつ ひ

とつ手に とっては、 じっ と眺めていたそ うであ る。 「あお いと り」楽団 はこの頃 もまだ、

自作の ドラムを使用 してお り、そのユニー クな姿は公演のたび、人々の注 目の的 となって

いた。4章 で述べた 「廃物寄せ集めの ドラム」は、 このときすでに 「あおいと り」楽団の

シンボルになっていたのである。舞台中央に据え られた滑稽 な ドラムは、 この ときも観客

の話題 をさらっていた。光田は、 ドラムペ ダル代 わ りのカマボコ板や、シンバルの代わ り

に使っていた鍋蓋 を、自分でたた く仕草 をしては、肩を揺 らして笑っていた。会場にいた

人や楽団のメンバーも、一緒 になって笑った。

光田健輔 は、絶対隔離 を強固に推進 した代表人物 として知 られている。国や県の とった

政策がひ とつひ とつ検証 され、「らい予防法」の不当性が明 らかになった現在では、ハ ン

セ ン病者に悲惨 を強いた張本人 として糾弾 されることが多い。彼自身はすでに亡 くなって

いるのだが、後世の学者や活動家によって、隔離政策の全責任を負わされている感がある。

確かに、 日本で隔離政策が頑迷に維持 されて きたのは、光田の意志 と行動によるところが

大 きい。彼の言動が原因となって、戦後 も隔離政策が維持 され ることになったし、病者へ

の差別 も根強い ものになって しまった。彼の選択 した行動が、現在 に続 くハ ンセ ン病者差

別の元凶になって しまったことは、間違いないだろ う。

しか し、ハ ンセ ン病療養所で聞 き取 り調査 を進めていると、今なお光田を尊敬 し、彼 に

恩義 を感 じている入所者 にたびたび出会 う。彼 らは、隔離政策の不当性が明 らかになった

現在 もなお、光田を信 じ続 けている。 こうした人々の感情 を、「騙 されている」 もの とし

て一面的に解釈す ることは出来ない。ハ ンセ ン病を病み隔離され、絶望の淵に立たされた

経験 を持つ人 々が、そんなに簡単に人に 「騙 される」だろ うか?患 者はそんなに鈍感では

ないし、無知で もない。む しろ、光田の言動のなか に両義性が孕まれていた と考える方が

〔9光田健輔(1876-1964)は
、ハンセン病医療と政策に深 く関わりを持った人物として知られてい

る。戦前からハンセン病患者への救済事業を牽引 し、「救らいの父」と評価 され、文化勲章を受章 している。

しか し、優生思想的な発想から患者にワゼク トミー(断 種)を 行うなど、多くの問題を残す人物でもある。

さらに彼は、戦後になってハ ンセン病の特効薬や治療法が確立した後も、隔離政策を継続することを強 く

主張 し続けた。1953年 の 「らい予防法」制定にも関与 してお り、国会に証人として呼ばれたさいに、今後

もハ ンセン病者の隔離を継続するよう強 く訴えている。このような事実を鑑みると、光田健輔は、ハンセ

ン病者への差別を助長する元凶となった人物とも言える。もちろん、日本のハ ンセン病医療を間違った方

向に進めた責任は、光田だけにあるわけではない。ハンセン病政策には、軍国主義やファシズムなど、背

景にある様々な社会的要因が密接に関連 している。しかし、彼によってハンセ ン病政策の明暗が左右され

た局面があるのも事実である。
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自然であろう。

光田は、収容されて きた患者 を診察 しなが ら、その病状の酷 さや、迫害 されすっか り人

を恐れるようになって しまった姿をみて、涙を流 していたこともあった と言 う。 また、近

藤の友人の手記には、光田が患者に繰 り返 し語っていたこととして、次の言葉が残 されて

いる。

「指がまがっても食物をかきよせるだけの動物になるな。人間の魂を開墾する鍬を握れ。心の手

は使えば伸びる。」

光田が園内での文芸活動を推奨 したのは、確かに、施設管理を円滑にする という目的が

あっての ことだっただろう。 しか し、ただそれだけとも言い切れない ような両義性 一政治

的 「戦略」 と、それ と対極的なところにある人間的 「や さしさ」 一を、彼の言動のなかに

確認することが出来 る ㈲。上の言葉 は命令調であるものの、語 られている内容 は、隔離政

策 を維持するためだけに発せ られたとは思えない ものである。 じっさい彼は、文芸 を志す

患者を支援するさいに、私費を投 じたことも少 なか らずあ ったという。

光 田は普段 、あ まり口数は多 くはな く、愛想 も良いほうではなかった。ボソボソとした

口調で話 をするため、話 しかけ られた患者 は、彼の言葉 を聞き取 ることさえで きないこと

があった。「あおい とり」楽団の メンバー も、この演奏会の ときに光 田か ら励 ましの言葉

をもらったが、明瞭に聞 き取ることがで きなかったそうである。 しか し、後 日、楽団の メ

ンバー を驚かせ るような出来事 が起 きた。光田から、新品の ドラムセ ッ トー式が、楽団に

寄贈 されたのであ る。光田は何 も言わず に、盲人会を通 じて、「あおいと り」楽団にこれ

を寄贈 したそ うである。それか らほ どなくして、光田は亡 くなった。近藤は、光 田への感

謝を込めて、「園長 さん」 とい う楽曲を創 っている。

6-2.療 養所の外へ一活動の展開

「あおい とり」楽団は、療養所 内の職員や、療養所外の友人か らの援助を受 けて、全国

各地で活動を展開 してい くことになった。当初 は、療養所外の人 々に録音 テープを送るな

ど、交流 を目的とす る活動が主であった。やがて、ボランティア団体 などのサポー トによ

って、園外での公演が実現することになった。彼 らの活動の主なものについて、年表のか

㈲ この両義性は、ハ ンセン病史を考察の対象とするさいの重要な鍵となるように思えるが、本稿の

主旨から離れてしまうため、ここでは十分に検討できない。今後の課題としておきたい。
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たちで整理すると次の ようになる。

1954年

1963年

1964年

1967年

1968年

1970年

1972年

1974年

1975年

「盲人会新春総:会」(長 島愛生園内)で 初公演

ア メリカのカー ビル療養所 に録音 テープ を送 り、 交流 を図 る。録 音テー プは

神谷美恵子の手に託 された。

大阪府茨木病院(精 神科病棟)に 録音テープを送 る。 この後、録音テープによる

文通が継続 してい く。 この過程で、茨城病院訪問の提案が出る。

「茨木病院訪問演奏会」:大 阪府茨木市総持寺茨木病 院内広場

「らいを聴 くタベ」:大 阪市森之宮府立厚生会館文化 ホール(主 催:Frwc関 西)

「らいを正 しく理解す る集い」:岡 山市岡山市民会館(主 催:藤 楓協会)

「あおいと り楽団の演奏 と山田無文老師を聴 くタベ」:大 阪道頓堀朝 日座、京都

市岡崎京都会館大ホール(主 催:念 ずれば花ひらく会)

「あすに生 きる希望演奏会」名古屋市名古屋市民会館(主 催:社 会福祉法人 名

古屋 ライ トハ ウス)

「愛 と希望の音楽会」東京都有楽町 第一生命ホール(主 催:念 ずれば花 ひらく

会)

この年表 をみて も明 らかなように、隔離政策が まだ続 けられていた時代 に彼 らは、療養

所の外で何度 も演奏会に招待されている。長島愛生 園は特 に、全国の療養所の中で も、患

者の外出に関す る管理が厳 しかった ところである。 さらに、施設側の人間のみならず、患

者のなか にも、「あおい とり」楽団が園外 で活動することに対 して批判的な人がいた。一

部の患者 は、「あおいと り」の園外公演を 「猿芝居」「見世物興業」 だと椰楡 した。

こう した状況下で、「あおい とり」 を療養所 の外の世界へ と繋 ぐ役割 を果た したのが、

長島愛生園の看護婦や医師達であった。1967年 の 「茨木病院訪問演奏会」 は、愛生園か ら

茨木病院に転勤 したある一人の医師が、彼 らを招待す ることによって実現 した ものだった。

これは 「あおいとり」楽団にとって初めての園外公演 とな り、その後の活動へ とつ ながる

重要な公演にもなった。

翌年の1968年 には、大阪で演奏会 を行 っている。 これは、FIWC関 西(フ レンズ国際労

働 キャンプ)の 主催 によって実行 された演奏会だった。FIWC関 西の学生達は、 この当時、

長 島愛生園を頻繁 に訪ねてお り、療養所の内と外 を結ぶ様々な活動 を展開 していた。 この

演奏会 は、鶴見俊介が講演 を行い、高石友也がゲス ト出演す るなど、かな り大がか りなも

のだった。
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1972年 と1975年 の演奏会は、「念ずれば花 ひら く会」が主催 になっている。 この会は、

大阪在住の主婦数名によってつ くられた、小 さな集ま りである。ハ ンセ ン病問題 に関心を

持 ち、愛生園 に足 を運ぶ うちに近藤 と親 しくなった一人の主婦が始めたものである。彼女

達は 「あおい とり」 と深 く関わ り、楽団の園外活動 を支援 し続けた。

FIWCや 「念ず れば花 ひらく会」のように、療養所の外か ら活動 を支える人々だけでな

く、療養所の中で日常的に 「あおいとり」楽団 と共に過ご し、彼 らを支え続けた人もいた。

当時の愛生 園の看護婦長Mさ んは、「あおい とり」楽団のマネー ジャーとして、長年 に渡

り彼 らの活動 をサポー トしてい る。外出規制の厳 しかった療養所で、医師や園長などにた

いす る説得にあた り、楽 団の園外公演に向けて地道 な援助 を行っていた。彼女は、患者自

身による音楽活動を、虐げられた人々の自己肯定の手段 としてのみならず、患者 と療養所

内の職員を結ぶ手段 として、 さらに、療養所 と外の人 々を繋 ぐ手段 として生かすべ く、園

外公演へ の道筋 をつけた。

それでは、「あおい とり」の奏者たち自身に とって、療養所の外での活動はどの ような

意味 をもつ ものだったのだろうか。近藤は、園外での活動 を始めた当初は、「私達の演奏

は純粋 な音楽的欲求か ら発するものであって、それ以外の ことは考えない」と決めていた。

しか し、各地で演奏会を行ってい くうちに、自分達の活動にたいす る意識を変えざるを得

なくなった。 とい うの も、ハ ンセ ン病特有の後遺症 を持つ彼 らは、演奏会場 に向かうまで

の道中や宿泊所、食堂や休憩所 などで、冷たい眼差 しにさらされることが しば しばあった

か らである。「私達が好 むと好 まざる とに関わらず、私達 が外に出る限 り、ハ ンセ ン病へ

の偏見とい う問題 を避 けることはで きない」 ことを、彼 らは肌で感 じることになった。 こ

うした経験を経て彼 らは、音楽活動を通 じて 「一般社会にハ ンセン病 に対す る正 しい理解

を求めてい くこと」 を、自らに課された使命 として受け止めることになった。

この ような意識の変化 はあったものの、「あおいと り」の活動の基本はつねに、 自分達

の音楽の完成度や芸術性 を高めることにあった。作品にたいす る厳 しさゆえに、長時間の

練習で唇が破 れ、ハーモニカが血で染 まることも珍 しくなかった。名古屋での演奏会のあ

と、奏者の一人は次のような感想を述べている。

「… 集 まった人々のなかから、すす り泣 きの声 さえ聞こえました。けれ ども、それは目がみ

えないのに、 よくこれほどにというのが中身だった と思います。 しか し、目が見えないから、手

が悪いか ら、不 自由だか らと、か りに聴いて下さる人々が私たちの音楽 を評価 して聴いて くださ

ったとして も、それで良いのでしょうか。(中 略)… この口唇 にハーモニカが くわえられる限

り、そのハーモニカが持つ 限界 にまで到達で きないはずは絶対にないのです。」(『 点字愛生』
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号数不明、「名古屋演奏会の感想」より)

「あおい とり」楽団の奏者にとって、単なる 「慰安」や 「娯楽」 としての音楽は意味 を

なさなか った。彼 らに とって音楽は、療養所 の外に出るための 「手段」で もなかった し、

自らが置かれた社会的状況 を訴 えるための 「道具」でもなかった。 「あおい とり」の作品

には、一切の告発 も糾弾 も含 まれていない。彼 らは 「ハ ンセン病」 というカテゴ リーを特

化 させ るのではなく、か といってそれを押 さえ込み無化 してしまうので もな く、作品の完

成度を追求するなかでおのず と滲み出るひ とつのテーマ として、あるいは、 自らを創作へ

と駆 り立てる原動力 として、それを把握 していた。彼 らは、個々の作品の芸術性 と完成度

を高めることを通 じて、奏者ひ とりひ とりの実存 をその深みか ら引 き出 し表現 しあ うこと

を、何 よ りも重視 して きたのである。

7.忘 却に抗 して一結び にかえて

ハ ンセ ン病療養所は、 日本近代 における生政治の トポスその ものであったと言える。ハ

ンセ ン病 を患った身体 は法によって締 めだ され、療養所に留め置かれることによって再度

秩序へ と包含 されてい く。剥 き出 しの生が秩序によって排 除されると同時に捕捉 されると

いう、近代特有の統治の技法が、ここに端的なかたちで姿を現 していた。

しか し戦後、隔離はその社会的意味合いを変化 させる。身体を拘束 し隔離へ と押 しや る

物理的 ・空間的な統治は、新患数の減少 と治療法の確立に より、ほとんど不要の ものとな

った。見せ しめ としての直接的な排 除は姿を消 し、療養所 の存在は社会的認識の枠外へ と

押 しや られていった。「忘却」 という形を とった隔離へ と変容 したのである。

だが、この ように隔離の社会的意味合いが変容 して も、隔離 された場所の内部で働 くミ

クロな権力網のあ りように劇的な変化 はなかった。 もちろん、戦後の民主化の波を受けて、

また患者運動が勝ち取 って きた成果 によって、療養所内の制度その ものは大 きく変容 して

いる。 しか し、療養所入所者個人の心の中の葛藤 は、療養所内の制度の 「改革」 によって

一様に解消 されるわけではない。入所者はすでに、療養所入所に際 して、入所前の成員資

格やキャ リア、場合 によっては戸籍な どが剥奪 されて しまっている。 さらに入所後 には、

私物の没収、 日常的な監視態勢、生活の 自己決定権の剥奪 など、入所者 を無力に し自主性

を奪 うような圧力に 日々 さらされている。その意味においてハ ンセ ン病療養所 は 「アサ イ

ラム」であ り、 ゴフマ ンが指摘 したように、そこでは入所者を 「無力化」 させ るための幾

重 もの周到な装置が張 りめ ぐらされていた。そ してこの無力化 の機制 は、二重に周縁化 さ
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れた場所、す なわち療養所 内の不 自由舎において、最 も強力 に作用 していたのである。

こうした状況のなかで、「あおい とり」楽団は誕生 した。3、4章 で示 したように、「あ

おいとり」の音楽活動は、公的な後ろ盾のない状態のもと、数人の奏者の強い創作意欲 と、

限 られた資源のブリコラージュによって誕生 している。 この楽団の結成は、患者 を療養所

生活 に 「適応」 させ ようとする施設側の呼 びかけに応 えるかたちではな く、創作への意志

を共有 しあ う者たちのなかか ら自発 的に生 じて きたものだった。

さ らに、「あおい とり」に対す る職員の援助 も、療養所生活への 「適応」 を促そ うとす

るものばか りではなかった。6章 でみて きたように、 この楽団 に対す る職員の援助 は、

「囲い込み」を志向す るものではなく、む しろ、外部への回路 をつ くる援助が主 となって

いる。一般的に抑圧 のエージェ ン トと目される療養所職員も、常 に入所者 と敵対的 ・抑圧

的関係にあったわけではないこ とが、 この事例か らみえて くる。療養所職員は、抑圧のエ

ージェン トとい うよりむ しろ、患者 と結託 し、 ときには同志 として、「隔離」 と闘ってい

た側面 もあったのではないだろうか。

ここで重要なのは、療養所職員のみな らず患者 自身に とって も、「あおいと り」の活動

の持つ意味が、療養所生活 に 「適応」するための単 なる手段 にとどまらなかったという点

である。彼 らは、「娯楽」や 「慰安」 としてではな く、 ましてや、療養所生活 に 「適応」

するための手だて としてでもな く、表現 と創作 を強 く希求する生の必然性 に突 き動か され

て音楽を始めた。そ して、彼 らが活動を行う場所は、楽団の メンバーに とってだけでなく、

絶望 し孤独に苦 しむ療養所の若者達にとって も、生 きる支 えを模索す る重要な 「場」 とな

っていった。「あおい とり」の奏者たちは、数 々の作品を創 出してい く過程で、無力化を

迫る圧力 に抗 して、自律性 を確保するひとつの砦 を築いたと言える。 さらに後年、彼 らは

療 養所 内だけでな く、療養所の外 の世界 との繋が りも持つ こ とになった。 「あおい とり」

によって拓 かれた 「場」は、後年 まで受け継がれてい く多様なネッ トワークの基点 とな り、

忘却の暗が りか らメ ッセー ジを発す る拠点に もなっていた。その意味 において彼 らの活動

は、隔離政策やハ ンセ ン病差別に対時する抵抗実践 としての意味 も持 っていた といえ よ

う。

「あおいとり」の創作活動は、「闘争」か ら排除された人 々による闘争だった。 しか しこ

の闘争には、一切の告発 も糾弾 も含 まれていない。彼 らの作 品は、私たち一不作為 によっ

て隔離政策 を支持 して しまった人々一を も歓待 し、「被害者」 という枠 に回収 しえない彼

らの生の事実 に感応することを促す。この豊穣 さゆえに彼 らの闘争 は、療養所の内外を問

わず多 くの人 々の支持を得て、忘却の暗闇のなかか らひとす じの光 を発 し続けることが可
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能になったのだろう。
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 Various Aspects of Cultural Practice in National 

Sanatoriums for Hansen's Disease in Japan: A Case 

        of aoi-tori in Nagashima-Aisei-en

Masayo ARIZONO

     The purpose of this paper is to clarify various aspects of cultural practice of 

patients in national sanatoriums for Hansen's disease in Japan. In order to make 

sanatoriums a better place to live, patients detained in sanatoriums under isolation 

policies participated in various common activities. 

     This paper focuses especially on music-related activities among various 

activities which patients in the sanatoriums conducted on their own initiative. In 

addition to clarifying the process of creating and developing communal activities, this 

paper examines the effects and value of cultural practice for patients isolated in 

sanatoriums.
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